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o 広島大学数善部物確教室においてメスパワー効果の 測 費が可能に希った.
また同教室VLTおしへて フォ-ナ-型磁化率測定装置が試作ざれ,測 馨が可能
にたった｡
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ニ ュ ーー .ス
学生 ･革具か ら疑義が出女｡われわれ大学院自治会は, 12月VE, ｢物性研に
お岬 る助手の摩 周の原貝旧 と ｢中性子部門における選考経過｣の 2点VEつ き所
員会に_公開質問状を出し,これに対し所長より次の四点にわたる回答があったO
①内部採用は制限であって禁止では希い.③公募制をとり杏が ら,一部の者の







り,依然 として問好を樺した e これ(･f辞し,大学院自治会は集団決議 として以
下を全員一致で採択 した.
代人事変蹄を原則 とする物性研究所ljr_おいてぼ,助手は外部か F,採周す る i
われわれ大学院生が自らの就磯の輝会さえ奪 うこの決議を何敏行ったのかを
以下に述べたいQ物性研は,当初,全国の物性研究者の共同利用の堺として学
術会議の答申を うけて設立されたO 全国共同利得研究所としての設立の主 旨に
基しハて,人事安原をすす める考欝が払われ , 57年の物性研脇議会で ｢物性研
の助手を選考する場合には,人事の固辞を防 ぐよう慎豪に考犀し牽ければを ら
貴い｡特VL,物性研教官を指事教官 とする博士課樺の修了者がただちに物性研
















編 集 後 記
早い もので,私が,前編集員の Y.X氏の後を引きついでか ら2年に.売 りま
した.毎月, 20日頃に浸 ります と,各々編集員が,基研のM先生の部屋VF.集
ま り,オベン トウを食べをが ら,送 られて きた原稿に目を通 し弁が ら,何だか
んだ･･と言 うのですO送 られて来た原稿が難しLへものばか りで,何 もいえ希い
時は大変 さびし く査って,太当に僕の様を者が編集要員で参って よいのかしら
を どと思 った尊 もしば しばですOしか し, 2年間 も,会議に出ていると,やは
りしハろいろと考えさせ られて来ます｡ 特に考えさせ F,れた尊は, <{物性研究 Ib
のキャラクターですO 数多 く出ている物性の椎誌の中で,存在意義を持たせ る
ためVCは.どうい うキャラクターを持たせる様灯した ちょいか,重要曾問責夢で
す o 何度か話合 って出された最大公約数的意 見は,韓に物性 (広V'意味での)
の相互の情帝機関的牽 ものであって もよいとい うものだ った と思いますO
充お,この様を間夢(q対して姥,昨年の学会の醇のイレマオーマル ミーティン
グで,か牽 り突っ込んで話し合われました｡ t物性研究 恥の性格1特記すべ き
事の一つは, 1969年の勝木氏の堆方大学間辞か ら源を発し,その後, 2回
にわたって轟戟された 餌特集 も)であった と思います o あの様査記事は,余 りふ
さわし く貴いので給費もハかと1'lう投稿 もいただきましたが,やは り,論文,節
究報告に限 らず ,研究者同志が抱いている素朴を疑問,悩みが,持ち込まれ,
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7. 中性子星物質 における 3p 2 Pairing effect
8. コメント(中性子星物質での有効核力 ,特 に
n-p相関の可能性 )
?. パルサ ーの轟射機構 について
10.シンクロトロン轟射の負 自己吸収
(以上 11月25日)
ll.印 象 記 嘉
林 忠 四 郎
伊 藤 直 紀,
池 内 了
佐 藤 勝 彦
石 塚 俊 久
恒 藤 敏 彦




? ? ? ?
燕 ) 問題点の指摘 の意味 葱かねて,研究会報告をまとめるきい ,
お願い した ものです ｡
-I)2-



